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画像の形態および MRI 信号パターンの差異の有無について検討した。 
対象は内膜症性嚢胞の脱落膜化 18 例（拡散強調画像は内 12 例で検討）、内
膜症性嚢胞由来の卵巣癌 20 例。1.5 テスラの MR 装置にて矢状断 T1 強調像










は全て 11mm 以上であった。 
T2WI の信号比は脱落膜化群の結節・癌化群の結節・胎盤で各々11.6±4.5・
3.7±1.0・8.9±2.6、DWI の信号比は 2.0±0.6・2.5±0.9・2.2±0.6、ADC 値
（10-3mm2/sec）は 1.77±0.27・1.13±0.24・1.72±0.36 であった。脱落膜化
群では結節の T2WI 信号比・ADC 値ともに癌化群より有意に高く、胎盤との有
意差は無かった。DWI 信号比は脱落膜群・卵巣癌群・胎盤の間で有意差は無か








本研究は内膜症性嚢胞の脱落膜化病変の MRI における形態、及び T2WI での
信号強度について定量的解析を用いて検討した初の研究である。妊娠中の内膜 
症性嚢胞に壁在結節の出現を見た場合、その結節の高さが 11mm 未満であり、










よび MRI 信号パターンの差異の有無について検討したものである。 






たところ、T2WI の信号比および ADC 値は脱落膜化が癌や胎盤よりも有意に高
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